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◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
送
批
評
懇
談
会

第
10
回
通
常
総
会
報
告

６
月
14
日
（
土
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
送
批

評
懇
談
会
の
第
10
回
（
２
０
１
４
年

度
）
通
常
総
会
を
新
宿
三
丁
目
会
議
室

で
開
催
し
た
。

午
後
２
時
45
分
の
出
席
者
は
26
名
（
開

会
後
若
干
増
加
、
閉
会
時
出
席
者
28

名
）、
委
任
状
提
出
者
は
89
名
で
、
合

わ
せ
て
１
１
７
名
と
な
り
、
当
会
正
会

員
１
９
２
名
の
２
分
の
１
を
上
ま
わ
り
、

総
会
は
成
立
し
た
。

　

審
議
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
１
号
議
案（
議
長
の
選
任
）

　

出
席
正
会
員
の
堀
木
卓
也
氏
が
推
薦

さ
れ
選
任
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案（
２
０
１
３
年
度
事
業

報
告
）

　

総
務
、
出
版
編
集
、
選
奨
表
彰
、
企

画
開
催
、
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
、
50
周

年
委
員
会
の
各
事
業
ご
と
に
委
員
長
、

担
当
者
か
ら
報
告
が
あ
り
、
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。　
　
　
　

　

第
３
号
議
案
（
２
０
１
３
年
度
収
支

決
算
）

　

事
務
局
長
よ
り
２
０
１
３
年
度
の
決

算
案
と
50
周
年
特
別
会
計
の
決
算
案
が

報
告
さ
れ
た
。

　

２
０
１
３
年
度
は
収
入
が
予
算
を
上

回
り
、
費
用
の
節
減
に
努
力
し
て
約
５

４
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

鈴
木
典
之
監
事
よ
り
①
監
査
の
結
果
、

決
算
報
告
は
適
正
で
あ
る
。
②
予
算
と

の
バ
ラ
ン
ス
、
費
用
の
節
減
も
工
夫
さ

れ
て
お
り
、
全
て
健
全
で
正
し
く
処
理

さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
議

案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
４
号
議
案（
第
10
期
、
11
期
役
員
）

定
款
第
14
条
１
項
に
し
た
が
っ
て
、
理

事
会
準
備
会
で
作
成
さ
れ
た
第
10
期
、

11
期
の
理
事
候
補
者
25
名
が
提
案
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
総

会
を
一
時
中
断
し
て
、
新
し
く
選
任
さ

れ
た
理
事
に
よ
る
第
１
回
理
事
会
を
開

い
て
、
互
選
に
よ
っ
て
音
理
事
長
を
は

じ
め
、
理
事
の
役
職
を
決
め
た
。

　

監
事
２
名
は
引
き
続
き
隈
部
紀
生
氏
、

鈴
木
典
之
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、

総
会
を
再
開
し
て
新
役
員
が
承
認
さ
れ

た
。

　

＊
新
役
員
は
別
掲
の
通
り
。

　

第
５
号
議
案
（
２
０
１
４
年
度
事
業

計
画
）

　

各
委
員
長
、
担
当
者
よ
り
新
年
度
の

事
業
計
画
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。　
　

　

第
６
号
議
案
（
２
０
１
４
年
収
支
予

算
）

　

事
務
局
長
よ
り
、
総
額
８
７
４
５
万

円
の
予
算
案
を
説
明
、
提
案
し
、
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
総
会
議
事
録
に
議
長
と
共

に
署
名
す
る
議
事
録
署
名
人
２
人
を
選

任
し
て
午
後
４
時
40
分
に
総
会
を
終
了

し
た
。

◆
６
月
理
事
会
報
告

　

６
月
14
日
総
会
に
先
立
っ
て
６
月
理

事
会
を
開
催
し
た
。
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第
10
回
通
常
総
会
開
催

事
業
報
告
、決
算
、

事
業
計
画
、予
算
承
認
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１
．
総
会
議
案
の
承
認

　

総
会
に
提
案
す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

　

事
業
報
告
案
、
決
算
案
、
事
業
計
画
案
、

そ
し
て
予
算
案
に
つ
い
て
、
各
事
業
担
当

の
委
員
長
、
担
当
者
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、

承
認
し
た
。

　

橋
本
専
務
理
事
よ
り
50
周
年
委
員
会
の

解
散
が
提
案
さ
れ
る
。
→
了
承
。

２
．
委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会　

飯
田
委
員
長

・
５
月
か
ら
内
藤
圭
介
さ
ん
が
編
集
ス
タ

ッ
フ
に
加
わ
っ
た
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉丹
羽
委
員
長

・
５
月
30
日
に
５
月
度
の
月
評
会
を
開
催

し
た
。
４
本
の
月
間
賞
に
つ
い
て
の
説
明
。

・
先
月
承
認
し
て
い
た
だ
い
た
「
み
ん
な

で
テ
レ
ビ
を
見
る
会
」
は
7
月
11
日
に
開

催
す
る
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉桜
井
委
員
長

・
６
月
23
日
に
定
例
会
を
開
催
す
る
。

〈
C
M
委
員
会
〉五
井
委
員
長

・
６
月
24
日
に
定
例
会
を
開
催
す
る
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉市
村
副
委
員
長

・
11
月
ご
ろ
に
制
作
者
と
語
る
会
を
開
催

す
る
予
定
。

◇
企
画
事
業
委
員
会　

碓
井
委
員
長

・
特
に
活
動
は
な
し
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
滝

野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

が
贈
賞
式
直
前
に
な
っ
て
決
ま
っ
た
が
、

無
事
終
了
し
た
。

３
．
そ
の
他

・
正
会
員
入
会
・
退
会
の
件

〈
入
会
〉

出
田
幸
彦
さ
ん
、
鵜
飼
一
嘉
さ
ん
、
氏
家

夏
彦
さ
ん
、
木
村
幹
夫
さ
ん
、
日
下
倫
子

さ
ん
、
永
須
智
之
さ
ん
、
服
部
千
恵
子
さ

ん
、
松
本
し
の
ぶ
さ
ん
、
横
川
紀
子
さ
ん
、

吉
江
一
男
さ
ん
、
若
尾
一
彦
さ
ん

〈
退
会
〉

堀
川
惠
子
さ
ん

◆
次
回
以
降
の
理
事
会

７
月　

７
月
30
日（
水
）

【
出
席
】
音
好
宏
、
橋
本
隆
、
上
滝
徹
也
、

藤
田
真
文
、
飯
田
み
か
、
藤
久
ミ
ネ
、
碓

井
広
義
、
丹
羽
美
之
、
桜
井
聖
子
、
五
井

千
鶴
子
、
滝
野
俊
一
、
石
井
彰
、
市
村
元
、

小
林
毅
、
嶋
田
親
一
、
中
町
綾
子
、
稗
田

政
憲
、
中
島
好
登

会
議
記
録

［
6
月
］ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

14
日 

理
事
会
・
第
10
回
通
常
総
会

	

23
日 

（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

	

24
日 

（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

	

29
日 

（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会

第10期、第11期役員
理 事 長　音 好宏
副理事長　橋本 隆

（選奨事業委員会
　ラジオ部門委員長）

専務理事　藤田真文（総務担当）
常務理事　川喜田尚

（企画事業委員長）
飯田みか
（出版編集委員長）
丹羽美之
（選奨事業委員会
　テレビ部門委員長）

理　　事　藤久ミネ
（選奨事業委員長）
稗田政憲
（選奨事業委員会　　　
　CM部門委員長）
鈴木嘉一
（選奨事業委員会　　
　報道活動部門委員長）
滝野俊一
（マイベストTV賞　　
　プロジェクトリーダー）
石井 彰　　市村 元
入江たのし　碓井広義
小田桐誠　  茅原良平
上滝徹也　  小林 毅
坂本 衛　    桜井聖子
嶋田親一　  古川柳子
水島宏明　  山田健太
中島好登

監　　事　隈部紀生　 鈴木典之

【退任】
理事・五井千鶴子、田中早苗、中町綾子
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カ
メ
ラ
マ
ン
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
！

�

安
部�

裕

　

脚
本
家
を
目
指
し
三
重
県
か
ら
上
京
。

入
学
し
た
日
芸
放
送
学
科
で
自
ら
の
才
能

の
無
さ
に
気
付
き
挫
折
。
卒
業
後
、
共
同

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
入
社
。
カ
メ
ラ
マ
ン
の

部
署
に
配
属
さ
れ
、
あ
っ
と
言
う
間
に
23

年
。
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
取
材
を
皮
切
り
に
、

阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
事
件
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
等
カ
メ
ラ
マ
ン
前
半
は
報
道
取
材
に

従
事
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
番
組
制
作

も
経
験
し
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
や
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
、
企
業
V
P
な
ど
の
撮
影
と
技
術

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
の
4
月
か
ら
母
校
で
教
鞭
を
取
る
事

に
な
り
、
共
同
テ
レ
ビ
を
3
月
で
退
職
。

40
歳
代
半
ば
で
の
転
職
で
す
。
共
同
テ
レ

ビ
時
代
、
新
人
に
は
「
一
年
目
は
N
O
と

言
う
な
。
誘
わ
れ
た
ら
断
る
な
」
と
教
え

て
来
ま
し
た
。
大
学
教
員
一
年
目
。
自
ら

言
い
続
け
た
事
を
守
ろ
う
と
決
意
。
そ
ん

な
時
、
中
町
綾
子
先
生
か
ら
「
放
送
批
評

懇
談
会
い
か
が
で
す
か
？
」
と
お
誘
い
を

受
け
ま
し
た
。
自
分
の
信
念
に
従
い
即
決
。

一
年
目
、
何
を
言
わ
れ
て
も
断
り
ま
せ
ん
。

若
輩
者
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

撲
滅
対
象
種
か
ら
の
脱
却
目
指
し
て

�

岩
崎
信
道

　

新
聞
記
者
に
な
っ
て
28
年
に
な
り
ま
す
。

経
歴
を
語
る
と
き
、
ま
ず
大
阪
、
東
京
本

社
で
す
ご
し
た
社
会
部
を
挙
げ
、
現
部
署

（
学
芸
部
放
送
担
当
）
の
こ
と
は
つ
い
後
回

し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
会
社
の
指
示
と

は
い
え
、
後
ろ
め
た
さ
が
あ
る
の
で
す
。

お
れ
に
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
す
る
資
格
が

あ
る
の
か
？　

ミ
ス
キ
ャ
ス
ト
じ
ゃ
な
い

の
か
、
と
。

　

事
件
関
係
者
の
顔
写
真
を
よ
り
早
く
、

た
く
さ
ん
集
め
る
。
沈
黙
す
る
取
材
相
手

の
口
を
強
引
に
こ
じ
開
け
て
特
ダ
ネ
を
と

る
―
―
。

　

社
会
部
時
代
、
そ
の
た
め
に
違
法
ス
レ

ス
レ
の
“
裏
技
”
を
使
っ
た
こ
と
は
数
知

れ
ず
。
取
材
上
の
権
利
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
た
び
、「
顔
写
真
集
め
を

し
た
こ
と
も
な
い
者
に
と
や
か
く
言
わ
れ

た
く
な
い
！
」
な
ど
と
、
う
そ
ぶ
い
て
お

り
ま
し
た
。
時
代
は
変
わ
り
、
当
時
の
私

み
た
い
な
記
者
は
撲
滅
対
象
種
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
、
放
送
担
当
の
大
先
輩
、
鈴

木
嘉
一
さ
ん
の
お
誘
い
に
よ
り
入
会
い
た

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

萩
本
さ
ん
の
言
葉	

�

太
田
省
一

　
「
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
テ
レ
ビ
見
て
」。
萩

本
欽
一
さ
ん
に
も
ら
っ
た
言
葉
を
今
で
も

時
々
思
い
出
す
。
4
年
ほ
ど
前
、
是
枝
裕

和
さ
ん
演
出
の
「
悪
い
の
は
み
ん
な
萩
本

欽
一
で
あ
る
」
と
い
う
番
組
が
あ
り
、
そ

こ
で
私
は
萩
本
さ
ん
と
“
対
決
”
す
る
役

回
り
を
与
え
ら
れ
た
。
他
に
も
三
宅
恵
介

さ
ん
、
土
屋
敏
男
さ
ん
と
錚
々
た
る
方
々

が
い
て
場
違
い
も
い
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
歴
史
を
研
究
す
る
社

会
学
者
と
い
う
こ
と
で
出
演
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
冒
頭
の
言
葉
を
萩
本
さ
ん
か
ら

も
ら
っ
た
の
は
、
そ
の
収
録
が
終
わ
っ
て

私
が
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
と
き
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
私
は
テ
レ
ビ
が
好
き
で
見
続

け
て
き
た
。
そ
し
て
今
は
、
テ
レ
ビ
に
つ

い
て
物
を
書
く
よ
う
に
も
な
っ
た
。
だ
が

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
何
が
わ
か
っ
た
か
と
聞

か
れ
て
も
、
い
ま
だ
に
何
も
わ
か
っ
て
い

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
な
ら
ば
ま
ず
テ

レ
ビ
を
見
続
け
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
励
ま
し
と
し
て
、
萩
本
さ
ん
の
言

葉
は
胸
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
回
の
入
会

が
、
テ
レ
ビ
が
少
し
で
も
わ
か
る
た
め
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

新 入 正 会 員 自 己 紹 介
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魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
探
し
続
け
た
い

�

汲
田
亜
紀
子

　

ご
承
認
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
リ
サ
ー
チ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
分
野
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
き
ま
し
た
が
、
学
生

時
代
か
ら
映
画
・
音
楽
・
演
劇
や
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
に
心
酔
し
、
そ
の
「
好
き
」
が

高
じ
て
仕
事
で
も
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
分
野
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関

わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
テ
レ

ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
な
ど
「
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
」

に
関
わ
る
テ
ー
マ
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
が
一
個
人
と
し
て
作
品
を
楽

し
み
つ
つ
、
多
く
の
生
活
者
の
生
の
声
に

耳
を
傾
け
て
き
た
実
感
と
し
て
、
今
だ
か

ら
こ
そ
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
か
担
え
な

い
役
割
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
心
の
ひ
だ
に
入
り
込
み
、
人
と
人

を
繋
ぐ
シ
ナ
プ
ス
の
よ
う
な
要
と
な
り
、

新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
。
そ
の
よ
う
な
、

良
質
で
魅
力
的
な
作
品
の
発
掘
に
貢
献
で

き
れ
ば
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

活
字
メ
デ
ィ
ア
の
人
間
で
す

�

内
藤
圭
介

　

テ
レ
ビ
情
報
誌
「
Ｔ
Ｖ
ガ
イ
ド
」（
東
京

ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
）
の
編
集
者
を
９
年
間

務
め
、
独
立
し
て
か
ら
は
メ
デ
ィ
ア
研
究

誌
「
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
調
査
部
）

を
20
年
間
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
情
報
誌
の
編
集
制
作

や
番
組
関
連
書
籍
の
企
画
編
集
制
作
な
ど
、

活
字
メ
デ
ィ
ア
の
人
間
と
し
て
放
送
の
隣

に
ち
ゃ
っ
か
り
と
居
座
っ
た
人
生
を
歩
ん

で
き
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
２
年
生
ま
れ
の
Ｍ
３
。
テ
レ
ビ

っ
子
世
代
の
ど
真
ん
中
で
す
。
幼
少
期
は

「
月
光
仮
面
」
を
見
て
正
義
に
目
覚
め
、
少

年
期
に
は
親
に
隠
れ
て
見
た
「
11
Ｐ
Ｍ
」

で
別
の
も
の
に
も
目
覚
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
仕
事
の

一
部
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
や

は
り
テ
レ
ビ
は
娯
楽
の
王
様
だ
と
思
っ
て

い
る
人
間
の
一
人
で
す
。
王
様
も
ま
だ
60

歳
代
。
メ
デ
ィ
ア
界
に
は
す
で
に
万
能
細

胞
へ
と
な
るdigital

と
い
う
原
理
が
発
見

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
後
、
王
様
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
？　

そ
の
あ

た
り
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

硬
軟
織
り
交
ぜ
、
バ
タ
バ
タ
と	

�

旗
本
浩
二

　

１
９
６
５
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
91

年
に
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
、
山
形
支
局

勤
務
な
ど
を
経
て
、
97
年
か
ら
文
化
部
で

放
送
を
担
当
。
そ
の
後
、
２
年
間
、
再
び

山
形
に
赴
任
し
た
り
、
２
年
弱
で
す
が
演

劇
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
あ
と
は
す
べ
て

放
送
分
野
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

文
化
部
の
他
の
部
門
と
比
べ
、
番
組
と

い
う
ソ
フ
ト
そ
の
も
の
の
取
材
に
加
え
、

ハ
ー
ド
面
、
す
な
わ
ち
メ
デ
ィ
ア
な
ら
で

は
の
取
材
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
、

放
送
担
当
の
特
殊
性
で
す
。
ド
ラ
マ
や
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
内
容
、
出
演
者
の
裏

話
、
演
出
の
在
り
方
な
ど
を
取
材
す
る
一

方
、
視
聴
率
競
争
な
ど
各
局
の
経
営
課
題
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
と
の
対
峙
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
特
有
の
受
信
料
問
題
、
地
方
民
放
の
在

り
方
な
ど
に
も
目
配
り
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

ず
っ
と
バ
タ
バ
タ
と
走
り
回
る
だ
け
の

日
々
で
し
た
。
そ
ん
な
折
の
入
会
と
な
り
、

ぜ
ひ
と
も
こ
れ
ま
で
お
会
い
で
き
な
か
っ

た
方
々
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
記

者
の
み
な
ら
ず
、
人
間
と
し
て
の
知
見
を

広
げ
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

新 入 正 会 員 自 己 紹 介
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地
方
文
化
と
ロ
ー
カ
ル
局

�

矢
後
政
典

　

日
本
民
間
放
送
連
盟
（
民
放
連
）
に
職

を
得
、
１
９
９
４
年
か
ら
働
き
始
め
て
は

や
20
年
。
雑
誌
『
月
刊
民
放
』
の
編
集
に

携
わ
っ
て
６
年
で
す
。
そ
の
間
、
机
を
並

べ
て
働
い
て
い
る
仲
間
が
作
っ
て
い
る
新

聞
『
民
間
放
送
』
の
応
援
取
材
で
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
賞
の
表
彰
式
や
「
制
作
者
と
語
る

会
」
な
ど
に
う
か
が
う
機
会
を
得
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
こ
の
会
と
の
ご
縁
の
始
ま

り
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
静
岡
県
出
身
で
福
島
県
で
も
暮
ら

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
験
か
ら

思
う
の
は
、
身
び
い
き
も
あ
り
ま
す
が
、

地
方
文
化
の
多
様
さ
で
す
。
就
職
後
、
各

地
へ
の
旅
に
よ
っ
て
さ
ら
に
こ
の
思
い
を

強
め
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
ロ
ー
カ
ル
局

を
も
っ
と
元
気
に
、
地
方
文
化
の
担
い
手

に
、
な
ど
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
報
道
活
動
部
門
の
選
奨
委
員

に
、
と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る

作
品
で
は
な
く
、
各
局
の
普
段
着
の
報
道

に
触
れ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
に
な
る
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

新 入 正 会 員 自 己 紹 介

■日 時：2014年7月11日（金）18:00-20:30

■場 所：東京大学本郷キャンパス　工学部2号館9階92B教室　http://media-journalism.org/access

■主 催：東京大学情報学環丹羽研究室
東京大学大学院博士課程教育リーディングプログラム多文化共生・統合人間学プログラム（IHS） 

「情報・メディア」ユニット
NPO法人放送批評懇談会

参加無料です。申込は不要です。参加ご希望の方は、当日直接、会場をおたずねください。

■上 映：『ニッポンの性教育　セックスをどこまで教えるか』（中京テレビ、48分、2013）

■ゲスト：安川克巳さん（中京テレビ）

■内 容：
　テレビアーカイブを活用して、みんなでテレビ番組を見て語りあう連続ワークショップ。今回は2013年に放送され、第51回ギ
ャラクシー賞優秀賞を受賞した『ニッポンの性教育セックスをどこまで教えるか』を取り上げます。
　現在、日本では性教育に対して、文部科学省のはどめ規定があります。これは、2005年ごろに国会で一部の学校の性教育
を行き過ぎだと問題視する動きや、「過激な性教育」に対するメディアのバッシングがあったためです。
　しかし一方で、望まない妊娠など、性に関する問題は増加しています。その理由のひとつに、十分な性教育を受けられず、そ
うした問題を避けるための知識が若者に備わっていないことが挙げられます。
　セックスをどこまで教えるべきなのでしょうか。あるいはどうすれば「適切に」教えることができるのでしょうか。この番組は、そうし
た問題に鋭く迫ったドキュメンタリーです。
　ゲストには、制作者の安川克巳さんをお招きし、取材時のエピソードなどをお聞きするとともに、現在の性教育やその報道のあ

り方について議論したいと思います。

■お問い合わせ：東京大学情報学環丹羽研究室
http://media-journalism.org/project/tv-archive　tvarchive.project@gmail.com

＊写真・映像・音声などを記録することとその記録されたものをプログラム活動で使用する可能性があることをご了承いただいた上でご参加ください。

第16回「みんなでテレビを見る会」のお知らせ
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